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結婚相談配偶者を紹介します。お気軽に
どうぞ。相談は木・土午後・日曜・
祝日を除く毎「1、午前9時～午後
4 時。区役所1 階区民相談室。
特に、女性の申込みをお待ちし
ています。来所できない場合はご
連絡ください。内線308

そ
れ
ぞ
れ
の
持
場
で

生
か
せ
火
の
用
心

秋

の

火
災

予

防

運
動

始

ま
る

今年も秋の火災予防運動が
、11月26日から12

月2日まで実施されます。これから寒さに
向かって。各家庭では暖房器具の使用が増え
るとともに、火災も多くなる季節です。
あなたの注意で大惨事を未然に防ぐことかできます。家族で町ぐるみで尊い生命や財産
を、火災から守りましょう。

もし火事に
なったら

火をたし
たり見つ
け
た
と
き

は
、大声でぃ火事だ
I」と叫んで

家族や近所に知らせる
。また
、

声かで
なかっ
たら
、手近に
ある

此面器やなべなどをたたいて知

らせることも方法です
。

消防署へ
通報するときは
、火

聨か救急かと
、出火場所・
目標

を説明してください
。万一
通報

で消防車が出動し
。結果的にボ

ヤで済んだとしても罰せられる
こ
とはあり
ませ
ん
。

備えて
おきたい
消火器具

せっ
かく早く発見し
た火災
も

すぐ初期消火の
行動に移
らなけ

れ
ぱなんにもなりませ
ん
。その

ためには
、家庭や職場
に
消
火

器
、消火
バヶツ
、砂等の消火器具

を備えて
おくこ
とか必要で
す
。

消火器には大別して
、強化
液

消火器・
粉末消火器・
あわ消
火

器の三種類があります
。

強化蔽・
粉末消火器の
使い方

は
、安全ピン
をはずし
、次にノ

ズルを火元
に向けレ
バーを強
く

桝ると薬剤が噴出します
。

また
、あわ消火器はホース
を

はすし親指で
筒先をふ
さき
、消

火器を逆さにして
ホース
を火元

に向け
、親指をはなすと薬剤か

噴出します

こ
れらの使い方を熟知して
お

くこ
と
がもしもの
時に役立ち
ま

笑
水の効能を
見直そう

バケツ
。杯の
水があなたの
財

産を守ります
。・風呂の水
、水そ
う

の水
、バケツの水など
I歹

というときに使えるように普段

から備えておくことも必要なこ

とです
。

火災は発生する場所や燃える

ものによって異なりますが
、普

通出火してから天井に燃えうつ

るまで
、三分から五分かかりま

す
。この閧か消火のチャンス
、燃

えているものを見定め
、水や消

火器などで消火につとめれぱ
、

簡単に消すことも可能です
。

炎や煙にまどわされず
、燃え

ているものをよく確かめ「でき
るだけ燃えてい
るもの
に近寄っ

て
消すこ
とか
、初期消火のコ
ヴ

で
す
。

防災は自らの手で

訓練にも参加しませんか

家庭で
も職場で
も
、次のこ
と

に心かけて
ください
。

▽
もし
もの
時の避難体制はで
き

ていますか・・・火災のときすぐ

逃げられ
るよう
、二つ
以上の

避難方法
を決めて
おく

▽出火を防止しぷつ
=・火
を使ろ

器具の周囲の
整とん
、火
気使

用
場所の
燃えにくい環境
づく

り
に心か口
る

▽
消火器具はいつで
も使える自

懦がありますか・・・消火器や消

火バケツ
を備え
、いつ
で
も使

えるようにしておき
、また防

火訓練等に
も参加して防災行

動
力を身につ
ける

以
上
の
三
つ
に
注
意
し
て
、
火
災

等
の
減
少
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

防災訓練に
参加しよう

もし
、震度
6程度の地震が冬

の夕刻時に起きたとしたら
、木

造家屋が密集し地盤が軟弱な足

立区では
、想像を絶する被害か

想定されます
。

初期消火などの適確な行動か

被害を最小にくい止める方法と

思われます
。それには
、日頃の

準備
、訓練が必要となってきま

す
。そこで区では
、出張所ごとで

警察署
、消防署
、町会・
自冶会

の協力を得て
、初期消火・
応急

救護・
給食給水などの訓練を行

ないます
。ご近所お誘い合わせ

して
ご参加ください
。

日
時
十
一
月
二
十
二
日
(
日
)
古
一
時
三
十
分
～
三
時
十
五
分

出
張
所
第
十
一
出
張
所
管
内

場所
島根三上
七上
(

問合せ先
防災課

足
立
区
の被

害
は

区
内
で
は
、
今
年
一
月
か
ら
卜
月

の
終
り
ま
で
に
、
次
の
よ
う
な
被
害

が
発
生
し
て
、
貴
重
な
財
産
や
生
命

か
失
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

▽
火
災
件
数
=
一
三
百
(
十
七
件

▽
焼
損
面
積
=・
七
千
二
百
一
平
方
M

▽
損
害
額
・
=十
二
億
四
千
九
百
万
円

▽
死
者
=一
七
名

▽
負
傷
者
=・
七
上
(
名

ま
气
一
件
の
火
災
が
発
生
す
る

と
、約
三
卜
?
四
t
㎡
の
水
こ
世

帯
か
使
用
す
る
約
一
か
月
分
)
か
消

火
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

天
災
は
人
災
で
す
。防
災
は
自

ら
の
手
で
、
家
庭
も
職
場
か

を
合

い
こ
と
ぱ
に
、
尊
い
生
命
と
財
産
を

あ
な
た
自
身
の
注
意
で
災
害
か
ら
防

ぐ
こ
と
に
心
が
け
ま
し
冫
つ
。

日頃の訓練が大事、ママもボクも一生懸命

工場・事業主の方
燃料使用量に応じて
規制があります

冬期になると
、暖房等で
ボ

イラーの燃料使用量が増加し

てきますが、低い煢眞分の燃

粕をお使いください。

硫黄分は燃焼にともない。

硫黄駿化物

となり
、こ

れは大気汚

染の原因
物

質の
'ひとっ

てもありま

す
。低い鵈黄

分の
燃料を

使用するこ

とにより、

硫黄酸化物

の発生量を減らすことかでき

ます。東京都公害防止条例で

は、使用最に心じ燃料巾の鵑

黄分が規制されています。

なお、一
日の最人使用量が

、二百リ
J卜態未満にっ
いては

規制されませ
んが、低い硫
黄

分の
燃料をお使いください
。

足立区
における基準は
、左

表のとおりで
す

燃 料 基 準

健康保険証の
紛失等にご注意を

最近、都内で他人の
健康保

険
証を使用した
笄
ラ
金
"借

金や不正に病院で受診する事

件か発
生し、被
害を

受け
る方
が増えてい

ます。
こ
れらの不正使用

された事件では
、紛

失・
盗難・
再発行し

た
健康保険証を使っ

てい
る例かほとんど

で
す。

そのために、正肖

な健
康保険加入者の

方々
か、大変な被害

と迷惑をこ
うむって

い
ます。
ま
ずは、自分
が被害にあろ

前に
、保険証は
大事に
保管し
、

紛失・
盗難等にあわぬようご

注意ください。

今一度、ご自分の保険証を

確認してください。

区では、蟒故を未

然に防止するため、

紛失や汚損等で再発

行するときには、印

かんと次の事項を確

認していますので、

ご協力くださぺ

▽
自
動
車
運
転
免
許
証

か
、
こ
れ
に
類
す
る

もの
▽
住
民
税
、保
険
料
等

の
領
収書
。電
気・

ガス・水道の領収書

▽本人を証明できるもの

問合せ先
国民健康保険課

障
害
者
の
身
の
回
り
を
お
世
話
し
ま
す

区で家政婦を派遣しています

心身障害者をかかえている世

帯に対し、区内の家政婦紹介所

から家政婦を派一
して、身の同

りのお世話をします。

対
象
者
・
・
・
身
体
障
害
者
一
・
二
級
、

愛
の
手
帳
一～
三
度
、
脳
性
マ
ヒ
、

進行
性筋萎
縮症か、同程度以上

の
障害がある万の
ご家
庭で、障

害者を介護
する方か
、疾病等に

より
、障害者の介護
が一
時的に

困難になった世帯。

ただし、福祉事務所から家庭

奉仕員
が派遣されている世帯は

除き
ます。

サ
ー
ビスの
内容・・・食事・
洗濯・

掃除・
身の回りのお世話など

申請に必要なもの
=・印かん・
身

体
障害者手帳または愛の
手帳・

診断一
な
ど

申
請・
問合せ先
援護係

年末調整説明会

区と足立・
西新井税務署で

は
、昭和五十三年分給与所得

の年末調盤
、住民税給与支払

報告書等の提出について説明
会を行ないます
。

区内事業所・
会社等の給与

取扱関係の方はぜひご出席く

ださい
。

環境づくり区民大会
―あなたもぜひご参加を―

明
るく庄み
よい町
づくりをめざ

して
、一
新生活運動一
「交通安全

運動
」『献血運動一
の
推進をはか

るこ
とを目的とした大会で
す
。

日時
十一
月二十一
日
(火
)午

前卜時
?午後三時

場所
産業振興館
(区役所隣
)

催し物《三階公会穹

▽映画
(私たちの足立
-施設編
)

▽講演
(地域社会と住民活動
)

▽郷土芸能
(皿沼囃无

▽その他《二階ホール
》

▽展示と相談
(ガス・
水道・
電気

等相談
、花と緑の相談など
)

問合せ先
環境課

若
人
の
祭
典

若
者
よ
青
年
館
へ
集
ま
れ
!

熟気あふれる若
者の
祭典で

す
。こぞって
ご参加
ください
。

日
時
-
'
や
前
夜
祭
・
・
・
亅
二
月
二
日

(土
)午後六時
▽
祭典・・・

十二月三日
(日
)午前十時

～
午
後
七
時

主催
若人の象典実行委員会

足立サークル連合

場所・
問合せ先
青年館

(九〇
-○○六一

お子さんの教育相談は

専用電話
(八五九
-九五三一
)で
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健康管理は
バランス良い食事で

見直そう食生活

食事展を開催

食生活が豊かになると
、艮い

間の食習慣がかわります
。健康

はバランスのとれた食事か
】番

です
。もう一
度
、家族の食事を

見直してみませんか
。ぜひご来

場ください
。

日
時
十
二
月
七
日
(
木
)
午
前
十
時
～
午
後
三
時
三
十
分

会鳩
足立保健所
(竹の塚駅酉

口下
車徒歩五分
)

内容
①献立実物展示
⑤相談コ

ーナー⑤パネル
展示
④映画
上

映協力
集団
給食研
究会・
栄養教

室終了
生の
会

問
合
せ
先
足
立
保
健
所
栄
養
担
当
　
(
五
五
―
四
一
五
一

病
気
と
食
事
の
と
り
方
講
習
会
を
開
催

日時
十一
月二十
(日
(火
)午

後一
時三十分

場所
足立保健所栄養寔
(伊興

町前沼一一
五七
-六
、竹の塚

駅西口下車徒歩五分
)

内容
高血圧や肥澳の人の食事

※希望する方は
、直接会場へ
お

越しください
。
(無料
)

問合せ先
足立保健所
　八五

五―四一五一

妊
婦
さ
ん
の
た
め
の
栄
養
講
習
会

日
時
土
一
月
四
日
(
月
)
午
後
一
時
三
十
分
～
三
時
三
十
分

内容○妊眼中の食事と調理実演

○
妊
娠
中
毒
症
、
貧
血
予
防
食

○授乳中の栄養について

会場
竹の塚保健相談所

定員
先着三十名
(無科
)

申込・
問合せ先
竹の塚保健相

談所
　
(
(五-五四二一

高血圧予防のための

栄養講習会

日
時
卜
一
月
二
十
九
日
(
水
)
午
後
一
時
三
十
分
～
三
時
三
十
分

内
容
　
〇
高
血
圧
予
防
の
食
生
活
と
実
演
○
年
齢
に
あ
っ
た
バ
ラ
ン

スのとれた食事
○肥満と塩

分と高血圧について

会場
竹の塚保健相談所

定員
先着三十名

費用
無料

申込・
問合せ先
竹の塚保健相

談所
　八
(五
-五四三

歯科衛生相談室

予約受付中

最近多くなって
きた
、乳幼児

のむし歯
を予防するため
、去る

十月二十四日から歯科衛生相談

室
が開設されまし气

乳歯
を大切にするこ
とによ『

て
、伺でも食
べられ
る健康な子

供に育てるとともに
。後で
はえ

る永久歯の
ためにも
、保護者の

方がしっ
かり守って
あげまし
。

う
。

内
容
(↓一面
制
)

―
、幽科検診
(幽
科医
師
)

2
、むし
歯予
防教室

}四食
事・
おやつ
等の
お話
(

栄養士
)
哨乳歯の重要

性・
歯のみかき万等の
お話
(

歯科衛
生吉

3
、薬物
塗布
(必要な方
)

対象
〇歳から二歳六か月まで

の
乳幼児

日
時
毎
週
火
曜
日
一
時
二
十
分
～
一
時
三
十
分

場所
足立保健所

料金
歯科検診・
むし歯予防教

卒
=無料
、薬吻塗布は有料

申込・
問合せ先
足立保健所

(
五五
-四一
五一

育児
相談

日時
毎月
第一
第二水曜日
、十

二月は
、六日・
十三日
、午前

九時から十時三
十分

内容
身体測
定・
育児と栄
養揩

導費用
無料

持参品
母
子健康手帳・
おむつ

場所・
問合せ
先
江北保健相談

所
　
八九六一
四
〇〇四

精神衛生相談

日
時
毎月第一
木曜日
、ただし

十二月は七日
、午後一
時三
十

分から二時三十分

費用
無料

担当
専門医

相談を希望する方は
、電話で
どうぞ
。

場所・
問合せ先
江北保健相談

所
　
(九六
-四〇〇四

募
集

老人室付住宅の

入居者募集

都営住宅地元割当

足立区
に割肖て
られた老人室

付住宅
(新築二
戸
)の入居
者を

募集します
。

今回募集の
住宅
(第・
種
)

▼
き
(窒付住宅
一
〇
(地区
(

弘道ニ
ー一
六
)・・・二戸

※
資
格
の
な
い
方
は
申
し
込
め
ま
せ

んので
ご産意ください
。

申込
賢格

…一
収入
が第一
罹基摩内で
あるこ

ぼ申込者本人か
六月
歳以卜て
あ

るこ
と。

即同
居親族か五人以
上で
あり、

「
申込重
宀二
子
」をまみ、

申込者と子
に配
偶者か
あるこ

と。
(死
亡、離婚していて
も

可
)

㈲申込者を含めて同
居親族全員

か区内に居住し。住民票に記

載されていること
。

用
紙交付
期間

十
二
月
四
日
(
月
)～
十
二
月
九

[
[
‥
(
土
)
た
だ
し
、
土
曜
日
は
正

午まで。

用紙交付場所
区役所一
陪区
艮

係・
第二庁舎・
各出張所

申込受付期間
十二月九日
T
)

正
午までに区民係に符参した

もの
。また郵
送の場合吭
1

二月九日
(土
)までの消印
が

あ弌
卜二月
十五日
(金
)ま

でに区民

係に到著

し
たもの
'

に限り有

効で
す。

問合せ先
区民係

園児を
募集

区立鹿浜幼稚園

昭
和五十四
年四
月に斯しく開

園する予定の区
立鹿浜
幼
稚
爾

(仮称
)の
園児を次の要
領で
募

集します
。

こ
の幼稚濶は
、区立て
五番目

に
あたり、現在鹿浜五丁
目ニ
ト

五番に建設中で
す。

応
募
資
格
区
内
に
在
住
す
る
者
で

①
昭
和
四
十
九
年
四
月
二
日～
昭
和
五
卜
年
四
月
一
口
ま
で
に
生
ま
れ

た幼児
(四
歳児
)

⑤昭和四
十八年四月一一日～
昭
和

四
十九年四
月一
日
まで
に生ま

れた幼児
(五歳児
)

募集人員
四
歳児・三
十名
(男

・
>卜五名
梦・卜
丘名
)・
九

ほ児―
百二十名受付場所
区

鹿浜
出張所
(

鹿浜六・
J

目
六
-一
)

吸・石
子

二
三
〇
一

受
付
日
時
上
月
ニ
ト
九
日
(
水
)～
尢

一
月
一
日
(
金
)
い
ず
れ
も
午
後
一
時
・
・
卜
分
二
一
時
三
卜
分

選
考
日
時
第
一
次
選
考
(
抽
選
)

九一月へ
自
(金
)

四
廠の
男児
午前气
時・一
竿
分

四
歳の
女児
午前ト
ー時

五
蔵児

午後二
時

第一
次選考鳩所
区
立北鹿浜ふ

学校体育館

※
第二
次選考の日
時と場所は
、

第一
次選考の
際に
お知らせし

ます
。

※
募
集
要
綱
、
申
込
用
紙
な
ど
は
、
も
よ
り
の
出
張
所
ま
た
は
区
教
育

委
員
会
幼
児
教
育
担
当
で
、
卜
一
月
二
う
日
(
月
)
か
ら
お
纜
し
し
ま

す
。
時
間
は
、
午
前
九
時
～
午
後
五
時
。
h
昭
日
は
午
前
中
で
弌

問
合せ
先
幼児
教育担肖

入
寮者を募集

勤労青少年寮

区では
、都内の
中小企
業に
動

務する動方青少年の
充実し
た牛

酒の
確保と社会人としての健
全

な育成を図るために入
寮者を常

時募集し受付けてい
ます

募集人員
・〒
五名

▼所
在吟・・足立区千
住桜木二
Γ

目
卜五
-一
-
。
0一
吁

▼蜒
嗅・・・鉄筋鉄骨三階一
部一
。

脾
▼
使用料・・‘月額二千七百円

▼
電気料・・倉
室実
費負担

申込賢格

①単身男・子で
あるこ
と
。

②都内の
>巾小企巣に動務してい

るこ
と
。

⑤
年
齢
が
満
丿
五
歳
?
漢
二
十
三
歳
ま
で
。

④申込日前三か月の平
均月収が

十万
円以
下で
あるこ
と
。

⑤従業員寮
がないこ
と
。または

従業員寮
がある場合で
も
、入
寮

できない状況にあるこ
九

⑤現在の居室状態が次の
いす
n

かに該当するこ
と
。

▼
一
人
当
り
の
居
室
面
積
が
四
・
九
平
方
メ
ー
ト
ル
以
エ
三
畳
未
滴
)
の
場
合
。

▼月額家賃
が平均月収の二
十
%

以上の場合
。▼
住宅以
外乃建物

に住んでい
る場合
、

申込方法
人
寮申込齋
、動務証

明
書を持参または郵送して
く

ださい
。なお
、応募用
紙は商

工
係と足
立区立勤労青少年寮

にあります
。

抽せん
申込者多数の場合は
、

抽せ
んにより
、入
寮茗およ
ぴ

補欠者を決定し
ま
1

問合せ
先
商工
係

ご
家
族
で
ご
利
用
を

湯河原「あだち荘
」

湯河原区民保養所
。あだち

荘
」は
、大浴室改修工
事の
た

め
。十二月十四日
采
)から

年内は大浴室が使用で
きませ

ん
。あらかじめご了
承くださ

い
。ま气
一
月利用分は
、十二

月一
旦
金
)から受付します
。

初日の受付会場は産業振興館

(区役所隣り
)で
す
。

休
館
日
▽
十
二
月
・
・
十
九
日
・
―
一
十
日
・
二
十
六
日
～
三
十
一

日

▽
一
月
・
・
・
一
日
?
四
日
・
九
日
・

十日・二十三日・二十四日

※
十二月中の平日は
、まだ

空室がありま
すので
ご利用

ください
。

申込資格
区内に
在住・
在勤

の
方
。ただし
、一
人では利

用で
きません
。

料
金
(
一
泊
二
食
付
)
大
人
・
・
一

二
千
五
百
円
、
小
人
(
四
歳
～

小学生
)
=半三百円

申込・
問合せ
先
区民係

保健婦・看護婦などの

免許をお持ちの方へ

ナー
スバンク登録

の調査にご協力を

保健婦・
看護婦等の
免許を持

ちなから、現
在働いてい
ない万

の実態把握のため。ナースバし

ク登録の調査を行ないます
。

よろしくご協力ください
。

対象
区内に居住し
。保健娟・

助産婦・
看護婦・
凖看護婦い

すれかの免許を持ち
、現在未

就業の方

調
査
方
法
電
話
・
(
ガ
キ
で
申
込
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
調
査
蒙
を
お

送りします
。

申込・
問合せ先
保健予防係

水
道
料
が
変
わ
り
ま
す

十
二
月
一
日
か
ら
新
料
金

左
表
の
と
お
り
料
金
が
改
定
さ
れ

ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
水
遭
局
(
　

二
匸
〒
一
〇
九
四
・
二

匸
〒

六

七
九
六
)

改 定 水 道 料 金 表( 1 か月分)

○ 舞旧にかかる期岡の丹金は、回歡に彫じて日飼叶算により、それぞれの料- をaJ 耳し
て、算出します。

○ 生活袂勣、特別児童抉費手当等をi ける世僣については、● 鏑により基本柵金およぴ1
か月l l ㎡までの輒倣丹企が允除になります。

○ アパー1● の典蜀住毛で、一定の基準に適合するものは、申睥により各戸に呼cy徑I sミ
リの糾龠が遮屠きれます。

寒さに負けず

スポーツを

正
月
ス
キ
ー

ス
ク
ー
ル

期
間
十
二
月
三
十
日
(
士
)
夜
発
～
一
月
四
日
早
朝
帰
着
(
五
泊
六

日
、車中二泊を含む
)往復バ

ス利用
会場
妙高池の平スキー場

定員
四十有名
(定員になり次

第締切
)

会費
三万三千円

申込方法
申込金一万三千円を

添えて足立区スキー協会連絡

所
(千佳一丁
七五
(ムスポ

ーツ
　八八一
T七九〇つ
)

まで
。

申
込
締
切
十
二
月
卜
五
日

主催
足立区スキー協会

問合せ先
体育課

ファミリ
ー

スキ
ー教室

期間
十二月二十
(日朝発
Iト

二月三十一
日夜帰着
三泊四

日
、往復列車利用

場所
新禹県小出ユ
キー場

対象
小学生五年生以
上
、一
人

で
も参加できま
す
。

会費
小学牛・・二万
円
、中学生

以
耒・・二万
三千円
(昼食を含

駭
小学生は賃ス
キー料金も

含む
)

募集人員
>五十名
(先着順で
定

員に
なり次第
締切
)

申込方法
十一
月二十一
日
から

受付
ますので現
金を添えて
体

育課まで

主催
足立区
体育指導委貝会

問
合せ
先
体育課

区民ロ
ード

レ
ース大会

日時
十二月
十七日
(日
)午前
(

時
示
雨・
雪決行
)なお
、

雨天
の場合は十二
月二
十四日
(

日
)に順延

場所
荒川河川敷右岸
(酉新井

橋～江北橋閧
)

資
格
　
区
内
在
住
・
在
助
・
在
学
者

種
目
　
中
学
・
高
校
こ
般
・
壮
年
・
三
〇
歳
以
上
女
子
の
部
(
距
離

は
二
冫
～
五
冫
)

申込
締切
十二
月五日
(火
)

申込先
部別・
氏名・
年齢・
電

話
番号
を記入のうぇ「
往復
(

ガキまたは
直接
体育課
(〒削

不
住一一
五〇
)へ
。

※
な覡
三十五歳以上の出場肴

は
、一週間以内の健康診断書を
、

必ず当日
受付
に提出してくださ

問合せ
先
体育課

掲
示
板

野
球
チ
ー
ム
の

登
録
更
新
を

区営野球場使用抽選会に必

要な
、昭和五十
ご。年の登録証

の有効期限は十二月末日まで

で
す
。昭和五十四年分の登録

証の更新を受付けますので
お

忘れなくお受けく
ださ飃・

受付期間
十二月十一
日育
)

から常時受付けます
。

登
録
資
格
区
民
で
作
っ
て
い
る
チ
ー
ム
か
。
区
内
に
会
社
、
商

店等があって
、その従業員

で作っているチーム
。

登録方法
体育課に備えつけ

の登録用紙に所要事項を記

人のうえ提出して
く
ださ

い
。引き替えに登録証をお

わたしします
。な芻
、この

際は旧登録証を必ずご持参

ください
。

問合せ先
体育課

※
抽
遇
会
終
了
後
は
登
録
証
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
フ
リ
ー
に
貸
出

します。
米
と
輸
入
牛
肉
の

料
理
実
習
教
室

区では「
米と輸入牛肉」の
'

料理実習教室を問催します。

参加希望者は電話で
申し込

み
ください
。先
着三十名まで

で
す。お早めに
どう
ぞ・。

日
時
卜二月十二日
(火
)午

前十時『
十分
から・

場所
区
立青年
館
(東武西
新

井大師駅
前
)

申込期間
十
】月
二
枦
日
(

火
)から二十四日
(金
)ま

で
。なお、食肉環境衛生同業
組

合により啄肉の即
売を実施し

ます
。

後援
東京都米
穀小
売商業
組

合足立支部・
食肉環境衛牛

同業結合足立支部

申込・
問
合せ先
消費生活
係

見舞金をどうぞ

区では、士一月
}日現在、

生活保護を受けて
いる世帯に

見舞金
夸差しあほて
います。

支給金額
一
人世帯は二千
八

百円
、二人世帯は三
千九百

円
、三人世帯は五千百円
、四

人世
帯は
六千三百円、五
人

以上の世帯は七千七百円を

支
給し
ます。ただし、欒身

入
院世帯は二千百円で
す、

支
給方法
十二月二上
(日に

各佃人の口座に
振
込
み
ま

す。
※
なお、保護費
を口座振替に

していない方は、別途通知

で
、区役所民
生係の窓口
で

お渡しし
ます。

問
合せ
先
民
生係

ろうあ者向け
巡回映画会

日
時
十
一
月
二
十
九
日
午
後
六
時～
九
時

場
所
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
大
ホ
ー
ル
)

料金
無料

上映映画
男はつらいよ
(葛

飾立志篇
)・都広報映画

問合せ先
援護係

十一
月は申告所碍税第

二期分の
納期限で
す。

申告は青色で
、納税は

振讐で
"χ
'ぞ。

ボランティア

クラ
ブバザー

この売り上げ金は
、社会福

祉事業に寄付をします
。

日
時
ト
ー
月
二
十
一
日
午
前
十
時
～
午
後
三
時
(
雨
天
の
場

合は
、十二月ニト一
日に順

延
)

場所
区青年館駐車場

催し物
寄贈衣類・
雑貨バー

ゲン
問
合
せ
先
　
九
一
九
七
『
九
七
(
千
葉
)

無料法律
法務相談

日
時
十
二
月
五
日
(
さ
～
七
日
(
木
)
午
前
十
時
?
午
後
四

時場所
伊
勢
丹
新
宿
店
本
館
七
階
美
容
室
前
(
新
宿
区
新
宿
三
丁

目
一
四
i
一
　
三
五
二
-
一
一
-
-
こ

問合せ先
人権擁護
委員
会

♀
代田区大手町一丁目三

上こ
曾三
四
-六こ三一
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―
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